
性別では、男性の400mL献血経験者（47．9％）が女性（27，0％）を上回る。  

地域別では、九州・沖縄の400mL献血経験者（43．7％）が他地域より高い。  

17年度調査と比較すると、全体では400mL献血経験率が26．4％→37．7些  

ぐと11ポイント増加。「3回以上」も3・4％→7・4％lこ増加している。  

職業別では、特に会社員と公務員で「3回以上」が増えているのが目立つ（会社員  

：3．7％→9．0％、公務員：5．9％→15．5％）。  

Q16－3 過去1年間の成分献血回数  

献血経験者のうち、過去1年間で成分献血をした経験のある人は22．1％。  

献血した回数では、「1回」が11．0％で最も多い。  

2回以上の複数回献血者は全体の11・1％であり、＝回」と同程度。  

職業別でみると、採血基準（18歳～）によりそもそも対象者が少ない高校生の成分  

献血経験率が6．1％と極端に少なく、専業主婦も16．3％と他層に比べ低い。  

一方、公務員の成分献血経験率は29．0％と他層に比べて高く、4回以上の複数回  

献血者も10．6％と高い。  

性別による差はほとんどみられない。  

地域別では、他地域に比べ北海道の成分献血経験率が13．8％と特に低い。  

17年度調査と比較すると、全体では成分献血経験率が18・叫  

若干の増加。回数では「1回」が前回に比べ増加（7．7％→11．1％）している。  

職業別では、特に会社員と公務員で「3回以上」が増えているのが日立つ（会社員  

：3．7％→9．0％、公務員：5．9％→15．5％）。  

Q17 今までの合計献血回数  

今までの通算献血回数をみると、「1回」が最も多く、33．7％と3人に1人の割合。  

残りの66・3％の人が複数回献血者であり、この中では「3～5回」（26．2％）が最  

も多く、次いで「2回」（18．7％）、「6～10回」（10．8％）、「11～20回」（6．2％）、  

「21～30回」（2．0％）、「それ以上」（2．4％）と続く。   

全体では“2回以下”と“3回以上”がほぼ半数ずつとなっている。  

職業別にみると、高校生は（当然のことながら）献血回数が他層に比べて低く、「1  

回」が63．0％を占める。一方、会社員、公務員及び自営業で“3回以上”の割合が  

やや高い（会社員：54．0％、公務員：59．4％、自営業：55．7％、全体47．6％）  

17年度調査と比較すると、全体では複数回献血者が71．8％→66．3％へと減  

少している（各層共通）。  

★関連質問とのクロス集計①「初めて献血した場所」（Q13）  

今 ま で の 合 計 献 血 回 数  
初めて献血した場所              1回  2回  3－5回  6－10回  1ト20回  21－30回  それ以上   

高  校   30．6％  2l．5％  27．6％  10．4％  6．8％   1．6％   1．6％   

大学キヤンハ○ス又は  

専門学校・各種学校   36．1％  20．9％  28．6％  7．9％  3．9％   1．4％   1．2％   

職  場   36．7％  22，5％  27．9％  9．2％  l．4％   0．4％   1．3％   

「初めて献血した場所」ごとに通算献血回数をみると、大学や職場に比べて「高校  

で初めて献血した」層ほど、通算献血回数が多い傾向がみられる（6回以上で大きな  

差が現れるL  

より若いうちに献血を経験すると、その後の献血回数が増える傾向が強いとも考え  

られる。  
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★関連質問とのクロス集計（診「家族の献血の有無」（Q20：後述）  

家族が献血している  今 ま で の 合 計 献 血 回 数  

姿を見たことがあるか              1回  2回  3－5回  6－10回  1ト20回  2ト30回  それ以上   

あ る   24．2％  16．0％  28．4％  13．7％  10．3％   3．5％   4．0％   

な い   35．9％  19．1％  25．8％  10．3％  5．3％   l．7％   1．9％   

覚えていない  40．2％  22．8％  23．6％  7．1％  2．6％   l．3％   2．4％  

・「家族が献血している姿を見たことがあるかどうか」と通算献血回数との関係をみる  

と、「見たことがある」と回答した層ほど、通算献血回数が多いことが明らか（3回以  

上で差が現れ、献血回数が多いほど差が拡がる傾向L  

－「家族の献血現場を見たことがあるかどうか」とその後の献血行動との相関は奉り  

ことがうかがえる。   

■献血するきっかけ  

Q18 初めての献血のきっかけ（大きい順に3つ選択）  

01位に挙がったきっかけ  

・最も多かったのは「自分の血液が役に立って欲しいから」が37．5％で突出傾向辛  

以下、「なんとなく」（10．7％）、「輸血用の血液が不足していると聞いたから」（9．1  

％）、「家族や友人などに勧められたから」（7．2％）、「大学キャンパスに献血バス・  

出張献血が来たから」（6．6％）などが続く。  

・職業別にみると、各層とも「自分の血液が役に立って欲しいから」が主要なきっかけ   

となっているが、特に、高校生（44．8％）、自営業（42．5％）、専業主婦（や2．9％）  

でその意識が高い。  

・平成17年度調査と比較すると、回答肢が多少入れ替わったため一概には比較で  

きないが、「自分の血液が役に立って欲しいから」が最も大きなきっかけであることに  

変わりはなく、そのスコアは33．7％→37．5％と増加している。また、「なんとなく」  

は14．4％→10．7％に減少しており、特に高校生（23．0％→11．6％）、自営業   

（13．3％→7．5％）、専業主婦（12．7％→7．5％）で顕著に減少。  

01位～3位累計  

・1位～3位の累計でみても、「自分の血液が役に立って欲しいから」が圧倒的に高  

く、61．0％となっている。以下、「輸血用の血液が不足していると聞いたから」（39．   

1％）、「お菓子やジュースがもらえるから」（31．2％）、「自分の血液の検査結果が  

自分の健康管理のためになるから」（29．5％）、「なんとなく」（29．1％）の順。  

・職業別にみると、各層とも「自分の血液が役に立って欲しいから」が主要なきっかけ  

となっているが、特に、高校生（62．4％）、自営業（65．1％）、専業主婦（69．4％）  

で顕著。  

・新規回答肢の「献血は愛に根ざしたものだから」（15回答肢中11位：全体7．7％）   

は高校生（14・4％）、自営業り5．1％）で目立って高かっb  

・17年度調査と比較すると、回答肢が多少入れ替わったため一概には比較できな  

いが、「自分の血液が役に立って欲しいから」が最も大きなきっかけであることに変  

わりはなく、そのスコアは58．3％→61．0％と増加している。  

・職業別では、「自分の血液が役に立って欲しいから」は、高校生（49．4％→62．4   

％）、自営業（55．2％→65．1％）、専業主婦（61．3％→69．4％）が目立って増  

加。  

・他に、「将来自分や家族等が輸血を受けることがあるかもしれないから協力した」   

（10．8％一→16．4％）、「覚えていない」（4．4％→12．1％）が増加し、「なんとな  

く」（34．5％→29．1％）が減少した（高校生の減少が顕著：43．7％→27．6％）。  
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Q19 現在献血するきっかけ（大きい順に3つ選択）  

01位に挙がったきっかけ  

・初めての献血のきっかけと同様、「自分の血液が役に立って欲しいから」が4む蔓   

％と圧倒的に高い？以下、「輸血用の血液が不足していると聞いたから」（11．7  

％）、「自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから」（10．7％）と  

続く。  

・17年度調査と比較すると、全体ではあまり変化はなく、「自分の血液が役に立って  

欲しいから」（前回43．9％→今回45．3％）が他を大きくリードしているという傾向  

も変わらない。  

・職業別では、「自分の血液が役に立って欲しいから」は、初めての献血のきっかけ   

と同様に、高校生（37叫8％）、専業主婦   

（46・6％→54・7％）の増加が目立つ。  

なお、高校生で「なんとなく」の減少が目立つ（23．0％→13．8％）。  

・地域別では、北海道で「自分の血液が役に立って欲しいから」の減少が特に顕著   

（50．0％→37．1％）。  

01位γ3位累計  

・1位～3位の累計でみると、「自分の血液が役に立って欲しいから」が70．卯もと厚  

倒的に高く、最大要因となっている。以下、「輸血用の血液が不足していると聞いた  

から」（53．2％）、「自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから」   

（40．3％）、「お菓子やジュースがもらえるから」（36．8％）、「なんとなく」（32．5  

％）の順で続く。  

・職業別にみると、各層とも「自分の血液が役に立って欲しいから」が主要なきっかけ  

となっているが、特に、自営業（75．5％）、専業主婦（76．1％）で高い。  

また、高校生では「お菓子やジュースがもらえるから」（44．8％）が他層に比べて  

や高い。  

新規回答肢の「献血は愛に根ざしたものだから」（11回答肢中8位：全体9．6％）  

は高校生（16・6％）、自営業（17．0％）で目立って高かっh  

17年度調査と比較すると、全体では「輸血用の血液が不足していると聞いたから」  

（47．6％→53．2％）「将来自分や家族等が輸血を受けることがあるかもしれない  

から協力した」（15．9％→27．3％）がやや増加した（各層共通）。  

職業別では、「自分の血液が役に立って欲しいから」は、高校生（54．0％→71．8  

％）、自営業（65．7％→75．5％）で目立って増加。一方、会社員、公務員では「な  

んとなく」がやや増加している（会社員2臥5％→34．2％、公務員22．2％→29．  

0％）。  

Q22 高校での集団献血がその後の献血への動機付けとなるか  

高校での集団献血がその後の献血の動機付けに有効かどうかについて、「非常に  

有効」と評価した人が36．4％を占める。また、「どちらかといえば有効」（48．2％）  

と合わせたポジティブ評価は84．6％にのぽる。  

職業別にみると、ポジティブ評価（有効計）は専業主婦が92．6％と最も高い。  

一方、自営業は78．3％と他層に比べやや低いが、「非常に有効」に限ると専業主  

婦とともに最も高い（ともに41．5％）。  

17年度調査と比較すると、全体ではポジティブ評価（有効計）が65叫  

％と大幅に上昇した（「非常に有効」：20．4％→36．4％）。また、各層ともにポジテ  

ィブ評価が上昇している。  

高校での献血は、その後の献血への動機付けになるとの意識は高くなっていること  

がうかがえる。  
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★関連質問とのクロス集計「初めて献血した場所」（Q13）  

どちらかと  有効  

（初めて献血した場所）  非常に有効   いえば有効   全く関係ない   （計）   （計）   

高 校   44．9％   43．7％   8．9％   2．5％  88．6％  1l．4％   

大学キヤンハ●ス又は専門学校等   35．8％   49．8％   11．2％   3．2％  85．6％  14．4％   

職 場   4l．7％   42．5％   12．9％   2．9％  84．2％  15．8％   

献血バス（上記以外）   32．4％   52．4％   1i．5％   3．7％  84．8％  15．2％   

献血ルーム（血液センター）  35．0％   47．5％   13．7％   3．8％  82．6％  17．4％   

覚えていない   20．6％   50．5％   12．1％   16．8％   7l．0％  29．0％   

計   36．4％   48．2％   11．7％   3．7％  84．6％  15．4％   

「高校での集団献血がその後の献血への動機付けとなるか」について、「初めて献  

血した場所」ごとに関連づけて集計をしたところ、高校や大学などで初めて献血した  

という層ほど、“より有効”とする傾向がみられた。  

特に、高校で初めて献血した層で「非常に有効」が高い割合。  

■ 家族・友人の献血状況  

Q20 家族が献血している姿を見たことがあるか（新規質問）  

家族が献血している姿を見たことが「ある」という人は21．8％。  

→献血未経験者（10・6％）と比べると約2倍（各層ほぼ共通）。  

職業別にみると、専業主婦で「ある」が32．4％と他層に比べ高い。  

性別では、「ある」は男性（16．8％）に比べ女性（27．0％）が10ポイント上回る。  

Q21友人に献血をしている人がいるか（新規質問）   

・献血経験者の6割（59．7％）が、友達に献血をしている人が「いる。」と回答。  

→献血未経験者（33．4％）と比べると、ほぼ2倍。特に高校生で大きな差が生  

じている（高校生・献血未経験者‥1瑚）。   

・職業別にみると、「いる」の割合が特に高いのは大学生・専門学校生（66．3％）と  

公務員（69．6％）。一方、自営業（47．2％）、専業主婦（54．5％）ではやや低い。   

・性別では、「いる」の割合は男性（56．0％）に比べて女牲（63．5％）が約8ポイン  

ト上回っている。   

・地域別では、東北で「いる」が69．9％と他地域よりも多い。   

1献血に関する資料評価   

（献血に関する資料の閲読後に、献血に関する意識の変化を質問。）  

Q23－1献血の必要性への理解が良くなったか  

「はい」は32．7％で、「どちらかというとはい」（59．4％）まで含めると92．1％に  

のぼる。否定的な意見は7．9％にとどまった。  

職業別では、肯定的な評価は特に専業主婦で高い（95．3％）。「はい」（38．2％）  

で他層との差がやや大きい。  

17年度調査と比較すると、全体では肯定的な意見が87．9％→92．1％へと高く  

なっている。  
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Q23－2 献血に協力する意識の高まり  

閲読後に「献血に協力する気持ちは高まりましたかjとの問いに「はいjと回答した  

人は31．3％。「どちらかというとはい」（56．6％）を含めたポジティブ評価ではほぼ  
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9割（87．9％）の人に協力意識の高まりがみられた。  

職業別にみると、専業主婦でポジティブ評価が特に高い（93．8％）。なお、「はい」  

に限ると高校生（36．5％）も専業主婦（37．1％）と遜色なく他層より高い。  

17年度調査と比較すると、全体のポジティブ評価は85．3％→87．9％と微増。  

「はい」については、各層共通で相当に増加（全体：19．3％→31．3％）。  

Q23－3 献血回数を増やすか   

・「はい」は28・5％。「どちらかというとはい」（54・4％）を含めたポジティブな意向  

は83・0％。資料閲読後にかなりの人が回数の増加を喚起されている。   

・職業別でポジティブ評価が最も高いのは専業主婦（90・2％）。なお、咽  

ると、高校生（35．4％）は専業主婦をも凌いでおり、両層が他層よりも高い。   

・平成17年度調査との比較では、全体のポジティブ評価は82．5％→83．0％とほ  

ぼ変わらず。   

■ 献血についての要望・知りたいこと  

Qll献血について何か要望又は知りたいことがあるか  

最も多かったのは、「献血について正しい知識、必要性を知らせてほしい」で40．5  

％。以下、「職場や学校などで献血の機会を増やしてほしい」（38．5％）、「献血する  

場所、日時などについて十分知らせてほしい」（37．5％）、「献血したときの処遇品  

（記念品）をもっと良くしてほしい」（35．4％）などが僅差で続いており、突出したもの  

はないものの要望は多岐にわたっている。  

職業別では、専業主婦の「学校の授業で献血の重要性等について取り上げてほし  

い」（専業主婦宰2・0％、全体：29・2％）が他層に比べて目立って高い。  

性別では、総じて男性より女性の要望が目立つ。特に「職場や学校などで献血の  

機会を増やしてほしい」（男性33．8％、女性43．4％）、「学校の授業で献血の重要  

性等について取り上げてほしい」（男性25．4％、女性33．1％）でその差が大きい。  

17年度調査と比較すると、全体的に大きな動きはみられないが、「献血したときの  

処遇品（記念品）をもっと良くしてほしい」がやや減少（42．0％→35．4％）。  

「献血について正しい知識、必要性を知らせてほしい」は高校生で増加（28．7％  

→35．4％）、「職場や学校などで献血の機会を増やしてほしい」は自営業（21．7  

％→30．2％）、専業主婦（31．0％→38．2％）で増加、「学校の授業で献血の重  

要性等について取り上げてほしい」は会社員（22．3％→28．1％）及び専業主婦  

（30．6％→42．0）で増加した。  
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●自由記載欄の主な回答  

【献血未経験者】  

Q16－1献血するきっかけとなり得る要因  

（「献血したときの処遇品（記念品）がよくなった」の具体例）  

■ 図書券、商品券、クオカードなどの金券  

・お金  

・食べ物、飲み物  他  

Q16－2 献血するきっカ、けとなり得る要因  

（「献血ルームのサービスが良くなった」の具体例）  

・待ち時間のフリードリンク  

・待ち時間の短縮  

・リラックスできる環境  

マッサージ  
他  

Q16－3「献血は絶対しない」を選んだ理由  

・貧血（または貧血気味）  

・血をとられるのがいやだ  

・血を見るのがいやだ  

・痛い、針を刺すのがいやだ、注射が苦手  

・薬を飲んでいる  

時間がない、面倒  他  

Q20 若い方の献血lこ協力する気持ちを高めるためlこは、どのようなことをすればよ  

いか  

・タレント、アイドルをキャンペーンに起用する  

・テレビCM  

・インターネットや携帯電話で広告  

・処遇品、記念品の充実や報酬  

・献血できる場所を増やす  

・献血の重要性をわかりやすく伝える  

・学校での献血、献血バスを増やす  

・学校での教育  

・痛くない針などがあれば  他  
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【献血経験者】  

Qほ 初めての献血で400mL献血をすること鱒不安な理由  

・貧血が心配、  

・倒れそう  

・量が多いと感じる  

・最初は少ない方がよい  

・以前に体調が悪くなった  

不安  他  

Q24 若い方の献血lこ協力する気持ちを高めるた裾こは、どのようなことをすれl；堰  

いか  

・献血できる機会を増やす  

・学校での献血を増やす  

・高校での集団献血が効果的  

・献血をする場所・時間を教える  

・インターネットでの広告  

・芸能人や若者に影響力のある人を起用したキャンペーン  

・処遇品、記念品の充実  

・もっと献血の重要性をアピールする  

・若者の集まる場所でのPR活動  

学校での教育  他  
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年齢別実献血者・人口分布グラフ及び年齢・施設別延べ献血者グラフ  

【6都道府県抜粋】  

1． 対象データ   

●抽出都道府県   

大都市として「東京都」、「大阪府」。政令指定都市を有する「北海道」。大   

都市を有しない地方として「山形県」、「高知県」、「宮崎県」を抽出。   

●人口分布データ   

平成17年国勢調査の結果を用い、2年分スライドして反映。   

●献血者数   

平成19年の献血者実数を献血回数別に集計。ただし、年齢・施設別の献  

血者数は延べ人数で集計。   

2． 全体としての傾向   

●16～17歳の実献血者数は概ねどの地域でも少ない。   
●大阪府以外では18～19歳に大きなピークがみられる。   

● どの地域も20代の実献血者数がその前後の年代に比べ少なく、18～19歳  
のピーク後の20代の減少がみられる。   

● どの地域においても30代前半の実献血者数が多い。   

●東京都では40歳以上の実献血者数が少ない。   

●年間複数回献血者の比率は、各年齢でばらつきはあるものの、地域間で大きな  

差はない。   

●東京都以外では、全般に移動採血車による・献血も相当ある。  
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年齢別実献血者・人口分布グラフ【6都道府県抜粋】  

H19年 北海道内献血者の年齢別年間献血回数及び年齢別人口  
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●℡■〉Il暮のけ井左之年撫l＝スライドさ廿て★よに丘■さ  

● 実献血者数分布と人口分布の比較  

18～20歳の人口分布と比較すると献血者分布が多い。50～58歳の人口は上昇し  

ているが、献血者の分布はほぼ平行。  

H19年 山形県内献血者の年齢別年間献血回数及び年齢別人口  千  
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●年II別人ログラフ（折れ牡グラフ）は、17年四勢II主より引用  
●濁勢れ壬の縛よを2年後にスライドさせて本表に反映  

● 実献血者数分布と人口分布の比較  

17、18歳の人口分布と比較すると献血者分布が多い。43～57歳までの人口分布  

は緩やかに増加しているが、献血者分布は緩やかに減少。  
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H19年 東京都内献血者の年齢別年間献血回数及び年齢別人口  

繹榊5回以上  

－■4回  

伽3回  

－■■■2回  

■■■■■1匝l  

◇らぐ¢ 
〇 ゥ¢ 

ゥ ◇◇  ーこ＼ひ◇  

■  
■■  ◇  

◇ 人口  
・＼∴  ◇  

ノ¢◇く〉◇◇  い  
◇  

■
■
■
■
l
t
 
 

l
l
 
 

■
■
■
■
■
 
 
 
 
一
 
 

＿
 
 

E
 
 

】
一
一
一
一
 
 

議
l
l
I
 
 

l
書
 
 

山
 
 
一
 
 

i
 
 

＿
■
■
†
 
 

i
■
■
 
 

l
 
 

■
■
■
■
■
■
■
■
■
 
 

＿
＿
■
■
一
■
■
■
■
 
 

僧
○
¢
 
 

■
¢
¢
 
 
 

＿
ト
¢
 
 

僧
¢
¢
 
 

＿
山
u
 
 

■
寸
g
 
 

■
3
 
 

僧
N
¢
 
 

■
【
○
 
 

＿
0
め
 
 

■
か
S
 
 

僧
¢
め
 
 

■
卜
め
 
 

＿
冨
 
 

】
叩
S
S
 
 

僧
寸
S
 
 

僧
M
め
 
 

＿
N
¢
 
 

■
L
い
 
 

】
叫
0
め
 
 

＿
「
¢
寸
 
 

＿
∞
寸
 
 

¶
卜
寸
 
 

＿
等
 
 

＿
等
 
 

】
＿
寸
寸
 
 

】
I
の
寸
 
 

】
I
N
寸
 
 

蠣
L
寸
 
 

僧
0
寸
 
 

＿
○
の
 
 

】
＿
∞
巾
 
 

＿
卜
巾
 
 

】
I
¢
m
 
 

】
I
旧
巾
 
 

＿
寸
巾
 
 

】
叩
m
n
 
 

僧
N
の
 
 

＿
〓
わ
 
 

】
「
0
巾
 
 

■
の
N
 
 

－
叫
O
N
 
 

＿
ト
N
 
 

】
＿
¢
N
 
 

¶
め
N
 
 

ホ
寸
N
 
 

＿
m
N
 
 

＿
N
N
 
 

■
l
N
 
 

■
O
N
 
 

一
＿
か
L
 
 

■
∞
r
 
 

■
ト
r
 
 

＿
¢
【
 
 

●年♯幾人ロケラフ（折れ■グラフ）は．17年■わ■暮上り引用  
●■事M暮の■よを2年線にスライドさせて本義に反峨  

● 実献血者数分布と人口分布の比較  

30代前半と59歳前後に人口分布のピークがある。献血者分布は19歳をピークに減  

少し、30代前半に緩やかな第二のピークが見られてからほぼ減少し続ける。  

H19年 大阪府内献血者の年齢別年間献血回数及び年齢別人口  
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●年齢別人口グラフ（折れ■グラフ）は、17年唱粥馴岬」リリ引用  
●四わ■壬の繕兼を2年後にスライドさせて本♯に反鋏  

＼  

● 実献血者数分布と人口分布の比較   

18～20歳の人口分布と比較すると献血者分布が多い。50～59歳の人口分布は上  

昇しているが、献血者分布は50～55歳まで緩やかに減少後、56～58歳までは緩  

やかに上昇している。  
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H19年 高知県内献血者の年齢別年間献血回数及び年齢別人口  
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●年Il別人ログラフ（折れ■グラフ）は，17年印勢l■暮より引用  
●l■■■暮のlさ井を2年攣l＝スライドさせて二本轟に反映  

● 実献血者数分布と人口分布の比較  

18、19歳の人口分布と比較すると献血者分布が多い。49～57歳の人口分布はほ  

ぼ上昇しているが献血者分布は減少している。  

H19年 宮崎県内献血者の年齢別年間献血回数及び年齢別人口  
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●年●l属人ログラフ（折れ■グラフ）は、17年四勢tl董より引用  
●■わ椚暮のlさ集を2年縫lニスライドきせて本曇に丘■  

● 実献血者数分布と人口分布の比較  

18、19歳の人口分布と比較すると献血者分布が多い。50～57歳の人口は上昇し  

ているが、献血者の分布ほぼ減少している。  
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